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主な研究テーマ：
物理シミュレーションを活用したシステムの創成

強み：粒子法 [1,2]という流体の数値解析手法を
活用した研究

粒子法の特徴：
表面形状が大変形する液体の運動や、流体の分裂・合体を
容易に計算することができる。

開発例：

・ボールベアリングの潤滑剤のシミュレータの開発(JAXAとの共同研究）
・液封式真空ポンプのシミュレータの開発（ポンプメーカーとの共同研究）
・船舶の波浪衝撃荷重や波浪中抵抗増加のシミュレータの開発（共同研究）
・可変空間解像度の粒子法（重合粒子・楕円粒子）の開発による計算時間の短縮
・津波・高潮シミュレータの開発（海洋土木の建設会社との共同研究）
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